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コンセプト、工夫点 

実業務に適用できるテスト設計を構築する。 

コンテストの為だけのテスト設計では、せっかく考えた方法も実業務へ展開する際に、メンバーによって各プロセス
の理解がバラバラで、うまく適用できない可能性が高い。 
そこで、複数人で手分けしてテスト設計することを想定して、わかりやすく、使いやすいテスト設計の構築を目指し
た。 

■コンセプト 

■工夫点 

1. テスト設計プロセスの構築 

・テストプロセスにおける各工程での必要成果物（インプット／アウトプット）を定義し、 
 それぞれのプロセスで実施すべき内容が明確なため、工程間で生じた抜け漏れ等の追跡が容易。 
・ＰＦＤにより表現したプロセスの流れやプロセス定義書により各プロセスの意味を定義しているため、 
 各テスト対象や組織にあわせたカスタマイズが容易。 
 

2. マインドマップの有効活用 

・難しい表記やルールもないマインドマップを利用して、各テーマに沿ってメンバーの知識を 
 できる限り発散させて引き出し、それらを一覧表にして整理するという単純な手順を採用した。 
・マインドマップのあるノードだけで抽出できた内容を一覧表に整理して照らし合わせることにより、 
 抜け漏れがあった場合に発見しやすい。 

3. マトリクスの巨大化防止 

機能、テスト観点、リスク、利用者要求と目的別にマインドマップを分け、それぞれを各種一覧表で整理してから、 
テストアーキテクチャのアウトプットであるテストマップ、要求-機能トレーサビリティマトリクスを作成した。 
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テスト全体プロセス（プロセスフローダイヤグラム） 
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各工程でのプロセス内容と必要成果物を定義 

テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

テスト仕様を作
成する。 

テストアーキ
テクチャ 
関連 

プロセス 

テスト詳細
設計関連 
プロセス 

中間成果物 

メンバーの知識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

最終成果物 

インプットとなる
成果物 

テスト要件定義 

テストアーキテク
チャ設計 

テスト詳細検討・作成 
テストマップ 

損失、怪我事象 

リスク観点 
マインドマップ 

テストタイプ一覧 

仕様フィード
バックシート 

要求－機能 
マトリクス 

テストアーキテクチャを 
設計する。 

ＣＰＵ間通信一覧 

利用者要求 
マインドマップ 

テストを実
施する。 

テスト実施 

テスト対象の 
利用者要求を 
分析する。 

テスト要求分析 

機能マイン
ドマップ ＣＰＵ間通信

一覧 

テスト水準－因
子一覧表 

機能分析一
覧表 

テスト水準－
因子一覧表 

機能分析一
覧表 

メンバーの知識 

テスト詳細
仕様書 

テストタイプ
一覧 

仕様書 

テスト観点 
マインドマップ 

仕様書 
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テスト全体プロセス(プロセス定義書) 
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工程 プロセス 概要・目的 アウトプット 

テスト要件
定義 

機能抽出 テスト対象物を機能ごとに整理し、機能の関連性やボリュームを俯瞰 機能マインドマップ 

ＣＰＵ間通信内容抽出・整
理 

機能（ＣＰＵ）間で連携が必要な機能の抽出、整理 CPU間DFD 
CPU通信一覧 

機能詳細整理 機能の詳細部分について、テストすべき対象と、その対象が取りうる値や事
象について整理 

テスト水準－因子表 

テスト観点抽出 単機能、製品としての品質確保のためテストに必要な観点の洗い出し テスト観点マインド
マップ 

テスト要求
分析 

製品理解分析 各機能の役割を６Ｗ２Ｈで整理、理解を深めて、テスト観点出し 機能分析一覧表 

リスク観点抽出 金銭的な損失や怪我をするリスクを抽出 リスク観点マインド
マップ 

利用者要求抽出 利用者の視点で自動販売機に求める要求事項を抽出 利用者要求マインド
マップ 

テストアー
キテクチャ
設計 
 

要求と機能の関係整理 要求シナリオとそれを実現している機能の関係をトレース 要求-機能マトリクス 

テストタイプ整理 同じ目的を持ったテスト観点をまとめて、テストをパターン化できるように
整理実施すべき優先順位やフェーズ分け 

テスト観点-テストタ
イプ表 
テストタイプ一覧 

適用テストタイプ決定 機能ごとに適用するテストタイプを決定 テストマップ 

テスト詳細
検討・作成 

テスト概要検討 テストとして実施しなければならない内容の洗い出し テスト概要仕様 

テスト詳細検討 テスト対象が確実に確認できるテストスクリプトの作成 テスト詳細仕様 

テスト実施 テスト実施 実際にテストを実施して、ソフトウェアに問題がないか確認する。 

プロセス定義書(概要) 
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テスト要件定義(機能抽出、テスト観点抽出) 
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テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

メンバーの知
識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

機能マイ
ンドマップ ＣＰＵ間通

信一覧 

テスト水準－
因子一覧表 

テスト観点 
マインドマップ 

テスト要件定義 

ラック×30 

販売ボタン 

懸賞ルーレット 

商品取り出し口 

貨幣機能 

マスタ機能 

機能適合性 

性能効率性 

互換性 

使用性 

信頼性 

セキュリティ 

保守性 

移植性 

テスト観点マインドマップ 

機能マインドマップ 

製品として問題ないという状態にするため、 

テストに必要な観点の洗い出しと注意点を整
理する。 

■ポイント 

 観点の偏りを防止するため、ＩＳＯ２５０１０の
品質得性を足がかりに、テスト観点となるよう
なキーワードを出し尽くす。 

 キーワードは汎用的な表現にする。 

・ テスト対象物を機能ごとに整理する。 

・ 機能の関連性やボリュームを俯瞰できるよう
にする。 

■ポイント 

テストしやすいようなトップノードを設定する。 

ここでは、各CPUとした。 

テスト観点抽出 

機能抽出 
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テスト要件定義(ＣＰＵ間通信内容抽出・整理、機能詳細整理) 
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テスト対象の 
機能要件を 
整理する。 仕様書 

メンバーの知
識 

ＩＳＯ２５０１０ 
品質特性 

機能マイ
ンドマップ ＣＰＵ間通

信一覧 

テスト水準－
因子一覧表 

テスト観点 
マインドマップ 

テスト要件定義 

Ｆｕｎｃ９０２、９０
５． 

販売を停止す
る 

Ｆｕｎｃ５０１． 
商品詰まりを検

出する 

Ｆｕｎｃ３０
１． 

抽選する 

Ｆｕｎｃ４０１－
２． 

温度管理を
する 

Ｖｉｒｔｕａｌ Ｃｉｒｃｕｉｔ通信により、特定のＣＰＵへ情報を伝達でき、テスト
装置からも同様の信号をＣＰＵへ送受信できるものとする。 

マスタＣＰＵは全てのＣＰＵが動作しているかどうかを監視している。 
 
 

Ｆｕｎｃ９０４． 
データベース 

対象外 
・売上金額 
・売上本数 

 

ランプ 
・販売 
・準備中 
・売り切
れ 

販売ボ
タン 
（×３０
ヶ） 

返金ボタ
ン 

金額表示 
釣銭関係表示機 
・釣銭切れ表示ラ

ンプ 
・釣銭払出動作中

ランプ 

商品 
＊ 

音（ファンファー
レ） 
ランプ 
・あたり 
・はずれ 

抽選結
果 

懸賞 
・開始要求 
・解除要求 

受付金額 

商品準備
状況 

搬出ラッ
ク要求 

購入金額 

売上情報 
※詳細不明 

データベ
ース 

・温熱
機 

・冷却
器 

温度 

故障情報 

販売管
理用 
キーボ
ード 

商品搬出
結果 

Ｆｕｎｃ２０３． 
返金をす
る 

Ｆｕｎｃ２０１． 
金額表示をす

る 

お金（紙
幣） 
＊ 
お金（硬
貨） 
＊ 

Ｆｕｎｃ２０２－１． 
お金（紙幣）を受け

付ける 

Ｆｕｎｃ２０２－２． 
お金（硬貨）を受け

付ける 
金庫（硬貨
用）チュー
ブ含む 

金庫（紙幣
用） 

購入者 
＊ 

返金指
示 

Ｆｕｎｃ２０３． 
お金（硬貨）を払

いだす 

Ｆｕｎｃ２０３． 
お金（紙幣）を払

いだす 

Ｆｕｎｃ１０２． 
販売ボタンを受け

付ける 

Ｆｕｎｃ１０３．販売設
定をする 

設定更新 

Ｆｕｎｃ１０２． 
搬送結果を確認

する 

残金額（投入金
額） 

開閉状態 

お金（硬
貨） 
＊ 

お金（硬
貨） 
＊ 

お金（硬
貨） 
＊ 

お金（紙
幣） 
＊ 

お金（紙
幣） 
＊ 

お金（紙
幣） 
＊ 

Ｆｕｎｃ１０１． 
販売状態を表示す

る 

返金
結果 

設定値 
・ボタン－ラック 
・ボタン－商品 
・商品－価格 

・商品－懸賞対象 
販売開始／停止

時刻 

Ｆｕｎｃ２０４． 
釣銭関連表示を

する 

釣銭切
れ情報 

金額 

設定情報 
＊ 

受付金
額 

設定情
報 
＊ 

設定情報 
＊ 

あた
り 
はず
れ 

商品有
無 ラック 

商品 

各ＣＰＵからの
通信状態 

停止要
求 

購入者 
＊ 

販売者 
＊ 

販売開始／停
止時間 

販売者 
＊ 

各ＣＰＵ 
＊ 

開閉検
知機 
＊ 

各ＣＰＵ 
＊ 

商品 
＊ 

販売者 
＊ 

ラックＣＰＵ 
×３０ 

設定温
度 

Ｆｕｎｃ４０１－
３，５ 

商品の搬出
をする 

商品 
＊ つまり

検知 商品取り
出し口 

搬出結果
要求 

商品取り出し口 
ＣＰＵ 

貨幣管理 
ＣＰＵ 

紙幣管理 
ＣＰＵ 

硬貨管理 
ＣＰＵ 

売上管理 
ＣＰＵ 

マスタ 
ＣＰＵ 

販売ボタン 
ＣＰＵ 

懸賞 
ＣＰＵ 

Ｆｕｎｃ９０１． 
初期化す

る 

初期化
要求 

電源ＯＮ 
販売者 
（設置
者） 
＊ 

Ｆｕｎｃ２０２－
３． 

金庫の管理を
する 

Ｆｕｎｃ４０１－１．商
品在庫の管理をす

る 

故障時は、各ＣＰＵから”故障情報”を発信している
前提だが、それぞれのＣＰＵからのアウトプットは割
愛し、マスターＣＰＵ部に一括して表現している。 

あた
り 
はず
れ 

販売完了 
最低購入
金額 

CPU間DFD 

CPU名（送信） 送信情報 

CPU名（受信） 

マスタ 
商品取
り出し
口 

貨幣管
理 
 

紙幣管
理 
 

硬貨管
理 
 

売上管
理 
 

販売ボ
タン 

懸賞 ラックx30 

マスタCPU 販売可能 
販売不可（各CPUからのエラ
ー、開閉、開始～終了時間、
初期化失敗） 
 ・初期化要求 
 ・停止要求 

－ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

商品取り出し口ＣＰ
Ｕ 

商品詰まりを検出する 〇 － 〇       〇     

初期化異常なし／異常情報 〇 －               
貨幣管理ＣＰＵ 釣銭払出動作中（返金中）     － 〇 〇   〇     

返金可能額（貨幣種類と枚
数） 

    －       〇     

初期化異常なし／異常情報 〇   －             
・・・ ・・・ CPU通信一覧(抜粋) 

他の機能と比較して漏れ
が生じていないか一覧表
で整理し確認する。 

機能（ＣＰＵ）間で連携必要な機
能を抽出し、CPU間DFDを作成す
る。 

■ポイント 

仕様書に記載されていない隠さ
れた仕様を抽出する努力が必要。 

機能ＩＤ 機能
分類
１ 

機能
分類２ 

機能No. 機能名 因子 水準 

Func101 
  

販売
ボタン 
   

販売ボ
タン 

1 販売ランプ 販売ランプ 点灯 消灯 ３秒点灯 

2 準備中ランプ 準備中ランプ 点灯 消灯 ３秒点灯  

3 売切表示ランプ 売切表示ランプ 点灯 消灯 ３秒点灯  

4 通信異常検出機能 異常 有 無 

5 
  
  

販売ボタン入力機
能 

故障 有 無   

ラック内の商品 有 無   

適温 適温 設定外温度   

残高≧当該商品
の価格 

合 不合   

投入金額に対し
て 
釣銭が出せるか 

可 不可   

販売ボタンとラッ
ク（多対多） 

設定有 設定無   

  

抜け漏れ反映 

整理・抜け漏れ確認 

テスト水準-因子一覧表(抜粋) 

「機能マインドマップ」に記載された各機能の詳細
な情報を「テスト水準－因子表」として抽出する。 

 

■ポイント 

「機能マインドマップ」作成時に、特殊な例としてメ
モを残した内容についても漏れなく反映する。 
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          テスト要求 ６Ｗ２Ｈ分析 

  
  
  
  

機能Ｉ
Ｄ 

機能分
類１ 機能分類２ 

機能
No. 機能名   When Where Who Why Whom How How Much 

Func1
01 

販売ボタ
ン 

販売ボタン 1 販売ランプ 現在の投入金額に対して、販売可能かを知らせた
い。 

代金投入前 
代金投入後 

自動販
売機の
前 

購入者   購入者 ランプで
表示 

希望する商品が購
入可能か認識でき
る 
・代金投入前 
・代金投入後 
 

2 準備中ランプ 対象商品が適温状態かを知らせたい。 
3 売切表示ランプ 対象商品がラックにない状態を知らせたい。 
4 通信異常検出機能 通信異常により商品が購入できない状態を知らせ

たい。 
5 販売ボタン入力機能 購入希望のボタンを１つだけ決定したい。 
6 故障表示 ハードウェア異常により商品が購入できない状態

を知らせたい。 
Func1
02 

販売動作管理 1 返金要求機能 購入者に返金したい。 商品購入時 
代金投入時 
返金ボタン
押下時 

自動販
売機の
前 

装置 購入者の
目的を達
成するた
め 
 

購入者 排他処理 
各ＣＰＵ
への要求 
各ＣＰＵ
の状態確
認 

購入者の目的を達
成できる。 
 

2 貨幣受付許可判定機能 貨幣を新規に受付してもよいか知らせたい。 

3 販売ボタン許可判定機
能 

現在の投入金額で購入できる販売ボタンを知らせ
たい。 

4 搬出ラック決定機能 押下された販売ボタンに対応したラックに搬送指
示をしたい 

5 搬送結果確認機能 搬送結果を確認し、代金を受領を確定させたい。 

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 

テスト要求分析(製品理解、リスク観点抽出、利用者要求抽出) 
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機能分析一覧(抜粋) 

損失、怪我事

象 

リスク観点 
マインドマップ 

利用者要求 
マインドマップ 

テスト対象の 
利用者要求を 
分析する。 

テスト要求分析 

機能マイ
ンドマップ 

機能分析
一覧表 

メンバーの知
識 

仕様書 

利用者要求マインドマップ 

販売者の要求 購入者の要求 

リスク観点マインドマップ 

販売者の損失 

販売者の怪我 

購入者の損失 

購入者の怪我 

販売停止 

各機能の役割を６Ｗ２Ｈで整理する。 

各機能が満足すべき機能が担うべき目的を確認
する。 

■ポイント 

この一覧表をしっかり作っておかないと、以降の
工程で作業分担した際に齟齬が発生する可能性
が高くなる。 

利用者の視点で、自動販売機に求める要求
事項を抽出する。 

■ポイント 

利用者としては、「購入者」と「販売者」の立
場で考えて、製品に求める要求事項を出し
尽くす。 

購入者及び販売者が、金銭的な損
失や怪我をするリスクが発生するの
はどのような場合かを抽出して、潜
在的な要求を抽出する。 

■ポイント 

「機能分析一覧表」を参考に、各機
能の動作が不十分だった場合に何
が起こるかを考慮する。 
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テストアーキテ

クチャ設計 
テストマップ 

リスク観点 
マインドマップ 

テストタイプ
一覧 

要求－機能 

マトリクス 

テストアーキテク
チャを 

設計する。 

利用者要求 
マインドマップ 

機能分析
一覧表 

テスト観点 
マインドマップ 

テストレベル テストタイプ テスト観点 

システムテスト シナリオテスト ユースケース確認 

運用テスト 販売管理機能切り替え確認 

使用限界確認 

長期運用確認 

機能別テスト 単機能テスト 個別機能確認 

ランプ点灯タイミング確認 

演算結果妥当性確認 

設定項目、動作対象組み合わせ
一致確認 

機能間連携テスト 排他処理確認 

状態遷移確認 

異常系テスト 障害許容性確認 

回復性確認 

セキュリティテスト データに対する防犯確認  

非機能要件テスト 操作レスポンス確認 

投入金額別返金方法妥当性確認 

当選確率確認 

ホワイトボックステスト 
→対象外 

ホワイトボックステスト データベース項目確認 

・・・ 

ソフトウェアテスト対象外 メカ・電気・企画 ・・・ 

テストタイプ一覧表 

テスト実施順 

優先順位：先 

優先順位：後 

要求-機能トレーサビリティマトリクス 

テストマップ 

テスト対象外 

・ 同じ目的を持ったテスト観点をまとめて、 

  テストをパターン化できるように整理する。 

・ テストのフェーズ分けをして、テスト全体の 

  優先順位を決めるための基準を作る。 

■ポイント 

・ 「リスク観点マインドマップ」より、各テストタイ
プの優先順位付けと追加項目の確認をする。 

・テストレベルを「ソフトウェアテスト対象外」、「ホ
ワイトボックステスト」、「機能別テスト」、「システ
ムテスト」に分類する。 



テストタイプ 

  

単機能テスト 
機能間連
携テスト  

異常系テスト 
セキュリティテ

スト 

非機能要件テスト 

  
個
別
機
能
確
認 

ラ
ン
プ
点
灯
タ
イ

ミ
ン
グ
確
認 

演
算
結
果
妥
当

性
確
認 

設
定
項
目
、
動
作
対
象

組
み
合
わ
せ
一
致
確

認 

排
他
処
理
確
認  

状
態
遷
移
確
認 

電
圧
変
動
確
認 

デ
ー
タ
更
新
タ
イ

ミ
ン
グ
確
認 

記
憶
デ
ー
タ
消

失
確
認 

通
信
妨
害
確
認 

故
障
時
動
作
確

認 

デ
ー
タ
に
対
す
る

防
犯
確
認  

操
作
レ
ス
ポ
ン
ス

確
認 

投
入
金
額
別
返

金
方
法
妥
当
性

確
認 

当
選
確
率
確
認 

 

機
能Ｉ
Ｄ 

機能
分類
１ 

機能分類
２ 

機能
No. 

機能名 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

テスト概要仕
様書 

Fun
c10
1 

販売
ボタン 

販売ボタ
ン 

1 販売ランプ   

○ ○   ○ ○   ○     
  
○ 

○ 
  
○ 

  
  
  

Func101_テス
ト概要仕様書 
（UC101_テス
ト概要仕様
書） 

2 準備中ランプ 
3 売切表示ランプ 
4 通信異常検出
機能 

5 販売ボタン入力
機能 

6 故障表示 
Fun
c10
2 

販売動作
管理 

1 返金要求機能   

○       ○  ○       
  
○ 

  
  
  

  
  
  

Func102_テス
ト概要仕様書 2 貨幣受付許可

判定機能 
3 販売ボタン許可
判定機能 

4 搬出ラック決定
機能 

5 搬送結果確認機
能 

Func
103 ・・・ 

テストアーキテクチャ設計(適用テストタイプ決定、要求と機能の関係整理) 

TEAM FUSION   JaSST’14 Tokyo 
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テストアーキテ

クチャ設計 
テストマップ 

リスク観点 
マインドマップ 

テストタイプ
一覧 

要求－機能 

マトリクス 

テストアーキテク
チャを 

設計する。 

利用者要求 
マインドマップ 

機能分析
一覧表 

テスト観点 
マインドマップ 

テストマップ(抜粋) 

・ 「ホワイトボックス」テストですべき内容を除外する。 

・ 「ブラックボックステスト」として、機能ごとに適用する 

  テストタイプを決定する。 

■ポイント 

機能とテストタイプとのマトリクスとなるようにする。 

機能ユニット名 

テスト
要求Ｉ
Ｄ 

要求
分類 

要
求
No. 

要求内容 
マスタ

CPU 

商品取
り出し
口ＣＰ
Ｕ 

貨幣管
理ＣＰ
Ｕ 

紙幣管
理ＣＰ
Ｕ 

硬貨管
理ＣＰ
Ｕ 

売上管
理ＣＰＵ 

販売ボ
タンＣ
ＰＵ 

懸賞CPU 
ラック
CPUx30 

テストタイ
プ 

要求仕様書 

UC101 
購入
者 

1 
購入者が代金を投入し、商品を購入可能な状態にし
たい。 ○ ○ ○ ○ ○   ○     

シナリオテ
スト 

(ユースケー
ス) 

UC101_テスト
概要仕様書 

2 
購入者が商品を選択し、商品を受け取りたい。（懸
賞なし） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ 

3 
購入者が商品を選択し、商品を受け取りたい。（懸
賞あり） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

4 購入者が代金投入後、残金を受け取りたい。 ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ 

5 
次回の購入者が、代金を投入し、商品が購入できる
状態にしたい。 ○ ○         ○     

UC102 
購入
者 

1 
購入者は、代金投入前に故障が発生していたら、故
障していることを確認したい。 ○   ○ ○ ○   ○     シナリオテ

スト 

(故障) 

UC102_テスト
概要仕様書 

2 
購入者は、代金投入から商品を受け取るまでに故障
が発生したら、損害を受けたくない ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ 

UC103 
販売
者 

1 販売者が商品を補充したい ○           ○   ○ シナリオテ
スト 

(メンテナン
ス) 

UC103_テスト
概要仕様書 2 販売者が商品の設定をしたい。 ○           ○   ○ 

UC104 
販売
者 

1 データベースの保存限界を確認したい ○         ○       運用テスト UC104_テスト
概要仕様書 2 自動販売機が連続して使えることを確認したい ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ 要求-機能トレーサビリティマトリクス(抜粋) 

要求シナリオとそれを実現している機能の関係をトレース
して、漏れがないか確認する。 

■ポイント 

システムテストとして、機能間のつながりを確認できる内
容になっているかを考える際のベース資料となる。 


